
コンテナを利用した建築物について

コンテナを土地に定着*させて倉庫その他の用途（カラオケルームなど）として設置し、

継続的に使用する物件等は、その形態及 び使用の実態から建築基準法（以下「法」という）

第 2条第 1号に規定する建築物に該当します。

コンテナを利用した建築物を設置する際には、建築確認申請等の法及び関係法令に定め

られた手続等が必要となるため、建築士に相談の上、適切な手続きを行い設置してください。

また、既に設置されているコンテナを利用した建築物についても、建築基準法に

適合しない場合は違反建築物となります。

（注）都市計画により用途地域が定められた地域内では、使用用途に制限がかかります。【法

第 48条】

上記に加えて、「構造耐力（法第 20 条）」「建築材料の品質（法第 37 条）」等の規定に

適合させる必要があります。

コンテナの利用という特殊性に鑑み、構造耐力上の安全性について、以下の点について留意

する必要があります。

1. 構造体力上主要な部分が腐食、腐朽していないコンテナを使用すること。

2. コンテナを鉄筋コンクリート造等の基礎に緊結し、コンテナに作用する荷重及び外

力を安全に地盤に伝えること。（※国土交通省告示第 215 号に適合するものを除く。）

3. コンテナに開口部を新たに設けること等により構造体力上支障を生ずるおそれの

ある場合には、適切な補強を行うこと。

※随時かつ任意に移動できない状態で設置し、継続的に使用する場合は、その形態及び使用

の実態から土地への定着性が確認できるものとして、これを建築物として取扱います。

（参考）コンテナを利用した建築物に係る過去の国からの主な通知

コンテナを利用した建築物に係る違反対策の徹底について（平成 26 年 12 月 26 日国住安第 5号）

コンテナを利用した建築物の取り扱いについて（平成 16 年 12 月 6 日国住指第 2174 号）

コンテナを利用した建築物の取り扱いについて（平成元年 7月 18 日住指発第 239 号）

関連リンク（国土交通省HP コンテナを利用した建築物の取扱いについて）

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tk_000058.html


